
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ウツロ

コート

ステーシー

ロマネスク

10

19

煉獄

11
孤立

呪い

⿃籠の⿃

⼿術台

血の宴

わたしの理解者はあの子しかいなかった……。でも、あの子も離れちゃった……。わたしはまた孤独……。

わたしは呪詛を吐き続けた……。わたしを守るため……。あの子を守るため……。

⽩い⼊院着の袖からチラチラと⾒え隠れする『---』と書かれたタグ。 飢えることも、寒さに凍えることもなくなった。だけど扱いは⼈間ではなくあ くまで兵器。今まで呼ばれていた名も記憶の中で⾵化し、すっかりこの被検体 としての⽣活に慣れてしまったようだ。 識別タグの番号が呼ばれ部屋から出たと思えば命令通りに的や⼈形を破壊す る、終わればすぐに部屋の中に逆戻り。まるで⿃籠の⿃みたい。 もはや最初の頃の威勢や外に出たいと⾔う願望だって薄れつつある。 きっと外に出られるのは私が死んだ時。

⽢い⾔葉に誘われてまんまと引っかかった。 お兄さん、いや、アイツとお茶を飲みながら話をしていたら急に眠くなって… 次に気がついた時にはもう遅かった。 痛みはあった、でもそれだけで⾃分の体はほとんど変わった感じはなかった。 だけど、隣に寝ていた⼦にはハサミのような⼿やネコみたいな脚がついてい た。 私はこれからどうなるんだろう…？

「殺せ」 「は…い」 ⽩⾐を着た男の命令に従って私は同じ部屋に暮らしてた⼦たちを全員⼿に掛け た。無理⽮理持たされた武器で…強化改造された⾁体で… 攻撃を繰り返す度に壁が、床が、仲間達が、⾃⾝が⾚く…紅く染まって、⼀つ ずつ⽿の届く⼼⾳が消えていく。 仲間たちの命乞いも、凄惨な姿を⾒た悲鳴も、絶える瞬間の⼀呼吸も、全て聞 こえていたのに⽌まることのないこの体が⼼底恨めしい。 ⾃分の部屋が終わってから、私は隣の部屋にいるまだ⼈間の⼦たちも⼿にかけ た。刹那の間に⾏われた絶⼤なる⼒による殺戮だった。 「（や、やっと終わった…でも私はこれからどうすれば…？）」 「…死ね」 ブツッ！と何かが切れたような感覚の直後、あたりはきっと⾁塊で溢れていた だろう。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」マニューバ1つの効果を打ち消す

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。1ターンに何度でも使用可

損傷している基本パーツ1つを修復する

ターン終了まで、あなたを対象とするすべての攻撃判定の出目-1(全体攻撃では、あなたへの判定値のみ-1)

2

1

肉弾攻撃１

1

妨害2。一ターンに何度でも使ってもよい。ただし、一回の判定への重複は不可

肉弾攻撃１

支援１

移動１

たからもの、あの子がくれたもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

妨害1

防御1

移動１

移動１

妨害１

1

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

